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                              奈 良 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー      （ 奈 良 県 保 健 環 境 研 究 セ ン タ ー 内 ）  N a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S C             今 週今 週今 週今 週 のののの 概 要概 要概 要概 要         今 週 の 感 染 症 情 報   保 健 環 境 研 究 セ ン タ ー 3 月 だ よ り     ～ 地 域 性 が み ら れ た A 群 ロ タ ウ イ ル ス 流 行 （ 2009） ～      非 流 行 季 の イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 状 況 の 集 計 結 果 （ 第 3 報 ）         奈 良 県 ノ ロ ウ イ ル ス 検 出 状 況       （（（（ 調 査 週調 査 週調 査 週調 査 週 ））））     平 成平 成平 成平 成 22223333 年年年年                             第第第第 10101010 週週週週                     ３３３３ 月月月月 ７７７７ 日日日日 （（（（ 月月月月 ） ～） ～） ～） ～ ３３３３ 月月月月 13131313 日日日日 （（（（ 日日日日 ））））       奈 良 県 お よ び 二 次 医 療 圏 別 発 生 状 況  （ 奈 良 県 上 位 5 疾 患 ）（ ５ 週 前 か ら の 動 向 ）  順 位  疾  患  定 点 当 り  奈 良 県  北  部  中  部  南  部  1 イ ン フ ル エ ン ザ  9.71  →  →  → ～ ↓  → ～ ↓  2 感 染 性 胃 腸 炎  8.63  → ～ ↑  → ～ ↑  ↑  → ～ ↑  3 水  痘  1.83  ↑  →  ↑  ↑  4 Ａ 群 溶 連 菌 咽 頭 炎  1.20  →  → ～ ↑  →  → ～ ↓  5 伝 染 性 紅 斑  0.57  → ～ ↑  →  ↑ ↑  ↓  全 県 の 動 き と 目 立 っ て 異 な る 推 移 （ 定 点 当 り の 変 化 程 度 で 実 数 で は な い ） を 太 い 矢 印 で 示 す 。   県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況     報 告 数 は 550 例 で 、前 週 報 告 の 497 例 か ら 2 週 連 続 で や や 増 加 。上位 ５ 疾 患 は 、 ① イ ン フ ル エ ン ザ 、 ② 感 染 性 胃 腸 炎 、 ③ 水 痘 、 ④ A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 ⑤伝 染 性 紅 斑 の 順 で 、 前 週 報 告 分 と 全 く 変 わ ら ず 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 報 告 数 （ 326 例 ）は 、 2 週 連 続 で 増 加 。 水 痘 の 報 告 数 （ 24 例 ） は 、 ほ ぼ 横 ば い 。 A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 の報 告 数 （ 17 例 ） も 、 ほ ぼ 横 ば い 。 感 染 性 胃 腸 炎 の 報 告 数 （ 143 例 ） は 、 や や 減 少 。伝 染 性 紅 斑 の 報 告 数 （ 11 例 ） も 、 や や 減 少 。 な お 、 イ ン フ ル エ ン ザ の 定 点 報 告 の 内訳 は 、 奈 良 市 HC 管 内 ； 186 例 、 郡 山 HC 管 内 ； 140 例 で 、 県 北 部 地 区 と し て 再 度注 意 報 レ ベ ル （ 12.07） 、 ま た 、 奈 良 市 HC 管 内 の み 注 意 報 レ ベ ル （ 16.91） が な お継 続 中 で あ る 。 奈 良 市 HC 管 内 基 幹 定 点 か ら 、 無 菌 性 髄 膜 炎 の 報 告 が 1 例 （ 10～ 14歳 児 ）あ っ た 。ま た 、郡 山 HC 管 内 眼 科 定 点 か ら は 、流 行 性 角 結 膜 炎 が 1 例 報 告 さ れた 。                                （ 村 井  記 ） 
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 県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況 ：：：： 外 来 患 者 数 は 震 災 の 頃 よ り 増 加 傾 向 に あ る 。 多 く の 感 染 症 の 流 行 が出 て き て い る 。イ ン フ ル エ ン ザ は 地 区 に よ り B 型 が 大 流 行 に な っ て い る 。そ れ に 伴い 中 学 生 以 下 の 感 染 者 が 大 半 に な っ て い る 。感 染 性 胃 腸 炎 は や や 減 少 気 味 で あ る が 、ロ タ ウ イ ル ス 陽 性 が 増 え て い る 。ア デ ノ ウ イ ル ス  感 染 症（ 咽 頭 結 膜 熱 ）も 保 育 園 児を 中 心 に 増 加 し て い る 。 3－ 4 才 よ り 花 粉 症 の 症 状 が 出 て い る 子 も よ く み か け る 。                                 （ 矢 追  記 ）          県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況  報 告 数 は 、342 例 か ら 399 例 と 増 加 し た 。上 位 5 疾 患 は 、感 染 性 胃腸 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 水 痘 、 Ａ 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 咽 頭 結 膜 熱 の 順 で あ っ た 。 感 染 性胃 腸 炎 は 102 例 か ら 136 例 と 増 加 し 、 水 痘 も 17 例 か ら 33 例 と 増 加 し た 。 イ ン フル エ ン ザ は 179 例 と 減 少 傾 向 で あ る が 、葛 城 保 健 所 で は 定 点 報 告 数 が 11.18 と 3 週間 ぶ り に 10.0 を 上 回 っ た 。 眼 科 定 点 か ら は 、 流 行 性 角 結 膜 炎 5 例 の 報 告 が 桜 井 保 健所 よ り 3 例 、葛 城 保 健 所 よ り 2 例 あ っ た 。基 幹 定 点 か ら の 報 告 は な か っ た 。（ 高 木  記 ）  県 中 部 外 来 状 況県 中 部 外 来 状 況県 中 部 外 来 状 況県 中 部 外 来 状 況：外 来 数 は や や 増 加 。イ ン フ ル エ ン ザ B 型 が 学 童 を 中 心 に 流 行 し て きた 。 幼 児 は 少 な い 。 短 期 の 38℃ 程 度 の 軽 症 で 、 気 付 か ず 登 校 し て い る 例 も あ る 。消 化 器 症 状 は 言 わ れ て い る ほ ど 伴 っ て い な い 。検 査 キ ッ ト の 反 応 は A 型 に 比べ薄い傾 向 で 、慎重な確認を要する場合も あ る 。 少 な い が併行 し て A 型 も混在し て い る 。タミフ ル耐性 と思わ れ る 高 熱持続 の B 型成人例 が あ っ た （親か ら の話）。 感 染 性 胃腸 炎 が 続 い て 流 行 中 。 半日程 度 の嘔吐、 下痢程 度 の 軽 症 。 中 に 、 キャンピロ 、種々の０群 大 腸 菌 の 感 染 が あ り 、現在流 行 の 例 に は細菌 検 査 が必要と思わ れ る 。他に 水痘 が 流 行 中 。咳嗽等呼吸器 症 状 の 例 は や や 減 少 の印象で 、マイコプラズマ、RS 様の 例 は な か っ た 。                         （岡本  記 ）         県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況  報 告 数（ 第 9 週 → 第 10 週 ）は 、66 例 → 66 例 と同数 で推移。報 告 のあ っ た 疾 患 は 、 ① イ ン フ ル エ ン ザ （ 24 例 → 29 例 ） 、 ② 感 染 性 胃 腸 炎 （ 25 例 → 23例 ）、③ A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎（ 10 例 → 7 例 ）、④ 水 痘（ 4 例 → 7 例 ）。   （柳生  記 ）  県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況 ： 外 来 数 は 少 な い な が ら や や 増 加 の 傾 向 と な っ て い る 。 イ ン フ ル エ ンザ は 週 3 名程 度 だ が ま だ見ら れ る 。B 型 が殆ど 。A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 が相変 わ ら ず 多い 。 感 染 性 胃 腸 炎 はカンピロバクタ ー 2 例 、 ロ タ 1 例 が あ っ た 。百日咳が  小学 生と 中 学 生 で あ っ た 。成人例 も見受け る 。 水 痘 少 し 。 流 行 性耳下腺炎 は認めず 。                                   （ 山本  記 ） 
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【【【【 保 健 環 境 研 究保 健 環 境 研 究保 健 環 境 研 究保 健 環 境 研 究 セ ン タ ーセ ン タ ーセ ン タ ーセ ン タ ー 3333 月月月月 だ よ りだ よ りだ よ りだ よ り         ～～～～ 地 域 性地 域 性地 域 性地 域 性 が み ら れ たが み ら れ たが み ら れ たが み ら れ た AAAA 群群群群 ロ タ ウ イ ル スロ タ ウ イ ル スロ タ ウ イ ル スロ タ ウ イ ル ス 流 行流 行流 行流 行 （（（（ 2009200920092009）））） ～～～～ 】】】】         A 群 ロ タ ウ イ ル ス （ 以 下 、 ロ タ ウ イル ス ） は 、毎年晩冬か ら春先に か け て小児 に 流 行する嘔吐下痢症 の主要な病原ウ イ ル ス です。1999 年か ら 2008 年まで の 奈 良 県 に お け る概要は既に 報 告 い たし ま し た が （ 2010 年第 14 週 ） 、 今 回は 2009 年の 状 況 をご報 告 し ます。  患 者 発 生時期 は 、4 月（ 15 例：48%）をピークとする 1 月 か ら 6 月 で し た 。G血清型 お よ び 患 者年齢区 分 別 の 発 生 状 況 を表に示し ます。これ ら の 結 果 は 、概ね過去の 傾 向 と同様です。一方、 地 域 別 の観察で は 、 北 部 医 療 圏 （ 奈 良 市 お よ び 郡 山 保 健 所管 内 ）で 13 例 のうち G1：10 例（ 77%）、G3：2 例（ 15%）お よ び G4：1 例（ 8%）、中 部 医 療 圏 （ 葛 城 お よ び 桜 井 保 健 所 管 内 ） で 15 例 中 G1： 4 例 （ 27%)、G2： 1 例（ 7％） 、G3： 10 例 （ 66%） 、 そ し て 南 部 医 療 圏 （ 内吉野お よ び吉野保 健 所 管 内 ）で は 3 例すべて が G1（ 100%） と 、 医 療 圏 に よ り 大 き く異な り ま し た （図） 。ひとつの要因と し て 、 ロ タ ウ イ ル ス の 感 染様式が飛沫感 染 で は な く接触感 染 で あ ること が考え ら れ ますが 、 ロ タ ウ イ ル ス 流 行メカニズムを解明する 上 で興味 あ る現象です。  わ が国で は 、ま も な く 2 種の ロ タ ウ イ ル スワクチン が承認さ れ る見通し です。ワクチン の有効性 を評価する ために も 、詳細な疫学 デ ー タ を蓄積すること は我々の重要な任務と考え て い ます。病原体定 点 医 療機関の先生方に は 、引き 続 き 検体収集 にご協力い た だ き ますようお願い申し 上げます。                 （ ウ イ ル スチーム  井 上  記 ）  

表 ． G 血 清 型 別 ・年 齢 区 分 別 症 例 数 （2009） 年齢区分G血清型G1 17 (55)G2 1 (3)G3 12 (39)G4 1 (3)計（％） 22 (71） 8 (26) 1 (3) 31 (100)
計（％）0～2歳 3～6歳 7歳以上11291 53

中部医療圏中部医療圏中部医療圏中部医療圏北部医療圏北部医療圏北部医療圏北部医療圏
南部医療圏南部医療圏南部医療圏南部医療圏GGGG1 1 1 1 GGGG2222　　　　GGGG3333　　　　GGGG4444 GGGG1 1 1 1 GGGG2222　　　　GGGG3333　　　　GGGG4444

GGGG1 1 1 1 GGGG2222　　　　GGGG3333　　　　GGGG4444
図. 医療圏別G血清型発生頻度
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 平成 22 年度奈良県感染症発生動向調査事業 平成 22 年度新型インフルエンザ対策事業 

6. 薬薬薬薬 はははは 効効効効 く のく のく のく の ？？？？  現在ま で に 検 出 さ れ た新型 ウ イ ル ス 182 件につい て 、オセ ル タミビル耐性 検索が終了し ま し た 。耐性 を確認し た の は 1 件の み で 、オセ ル タミビル 5 日間投与後の 咽 頭ぬぐい液か ら得ら れ ま し た 。 し か し 、 そ の後当該患 者 の周辺に耐性 ウ イ ル ス の広が り は確認され ませんで し た 。一方、香港型 ウ イ ル ス 、33 件につい て アマン タジン耐性 検索を 行 っ た ところ、すべて が耐性 で し た 。香港型 は2005/2006 シーズン に アマン タジン に対し 高頻度 に耐性 を獲得し て い ますが 、 そ の 傾 向 は依然と し て 継 続 し て い ます。  現在流 行 し て い る新型 お よ び香港型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス は 、ほ ぼすべて がオセ ル タミビル 感受性 です。   
7. ワ ク チ ンワ ク チ ンワ ク チ ンワ ク チ ン はははは 効効効効 い て るい て るい て るい て る ？？？？  分離し た ウ イ ル ス の抗原解析を 行うこと に よ り 、ワクチン の効果 を推定すること が で き ます。ワクチン株と抗原性 に差が な い場合は表の「0」にプロ ット さ れ 、有効性 が あ る と考え ら れ ます。新型 ウ イ ル ス 18 株と香港型 ウ イ ル ス 4 株につい て実施し た ところ、抗原性 に 大 き な隔た り は な いこと が わ か り ま し た 。  

ワクチン は 、効き目が表れ る ま で に 2～ 3 週 間 程 度 を要し ます。接種し て も不摂生 は慎み 、規則正し い 生活を 心 が け ま しょう。   
8. 全 数 検 査全 数 検 査全 数 検 査全 数 検 査 に ごに ごに ごに ご 協 力協 力協 力協 力 く だ さ っ たく だ さ っ たく だ さ っ たく だ さ っ た 医 療 機 関医 療 機 関医 療 機 関医 療 機 関 のののの 先 生先 生先 生先 生 が た へが た へが た へが た へ  奈 良 県 で は厚生労働省に先が け て 今 季 の 流 行 が新型 ウ イ ル ス に な る と お知らせすること が で き ま し た 。ま た 、概ねオセ ル タミビル が有効で あ ること も お知らせし て き ま し た 。医 療機関の先生方のご協力に 感謝申し 上げます。  全 数 検 査 は終了し イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 も収ま りつつあ り ますが 、サー ベ イラン ス 検査 結 果 の 情 報 は 、 全 県 の デ ー タ と し て 今後も で き る だ けリア ル タ イムに 発信し て い き たい と考え て い ます。  （ 保 健 環 境 研 究 セ ン タ ー ウ イ ル スチーム  記 ）  

薬 が 効 き そ うで よ か っ た  

ワ ク チ ン は効 い て る ね  <-3 -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 +3<

新型A/California/7/2009(H1N1)pdm 0 1 10 4 1 2 0 0 0

香港型A/Victoria/210/2009(H3N2) 0 2 1 1 0 0 0 0 0

標準株との差(管)

標準株



奈良県感染症週報 平成 23 年 第 10 週 - 5 

図．ノロウイルス集団発生状況　　　　　　　　　　　　　　　　（食中毒事例を含む）○：保育所・幼稚園、□：小学校、△：老人保健施設、他
GII

GI
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 平成 22 年度感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 平成 22 年度食品の検査による安全確認事業  

 

 ☆  集団感 染 症 （ 検 出事例 数 ）  GⅠ  4 月 ：小学 校 （ 1）  11 月 ：小学 校 （ 1），幼稚園 （ 1）   2 月 ：小学 校 （ 2）   GⅡ  5 月 ：小学 校 （ 1）  6 月 ：特別養護老人施設（ 1）  11 月 ： 保 育 園 （ 5），幼稚園 （ 2），他（ 1）   12 月 ：小学 校 （ 1），幼稚園 （ 1），  保 育 園 （ 1），他（ 5）         1 月 ：特別養護老人施設（ 1）             2 月 ：小学 校 （３），老人保 健施設（ 3）             3 月 ：小学 校 （ 2）   ☆  有症苦情 を含む食中毒事例 （ 検 出事例 数 ）  GⅡ  5 月 ：京都府関連 （ 2）  7 月 ： 大阪市関連 （ 2）  11 月 ：他（ 1）     12 月 ：老人福祉施設（ 1），他（ 1）  1 月 ： 大阪市関連 （ 1），他（ 1）  3 月 ： 大阪市関連 （ 1）            （ 保 健 環 境 研 究 セ ン タ ー ウ イ ル スチーム  記 ）  
3 月 に入り 、県 内小学 校 で 発 生 し た 集団感 染 症２事例 か ら GⅡを 検 出 し まし た 。他府県 発 生事例関連調査 の 検体も搬入さ れ て お り 、ま だ ま だ ノ ロ ウ イル ス の 流 行 状 況 に は 注 意 が必要です。手洗い等はこまめに 行 い 、感 染防御に努めま しょう。  

（平 成 23 年 3 月 11 日 現 在 ） 

（平 成 23 年 3 月 11 日 現 在 ） 図．ノロウイルス検出事例数（月別）  


